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令和６年度 事業計画書 

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日） 

 

                                                       公益財団法人糸賀一雄記念財団 

 

１ 基本方針 

 

今日、我が国は、経済的な発展により物質的には豊かになったものの、未だ様々な「不均

衡」があふれており、「生きる意味がない命」があるかのように人を分断する事件や新型コロ

ナウイルス感染症に関連した不当な差別や偏見、誹謗中傷事象が発生するなど、人の尊厳がな

いがしろにされる事態が一向に収まらず、生きづらさを抱えている方は少なくない。 

 

糸賀一雄氏の思想は、あらゆる人の尊厳を等しく尊重するという、障害の有無、年齢、性

別、国籍等を問わない普遍的なものであり、社会に発信すべき指針（道しるべ）となるもので

ある。国民一人ひとりの存在そのものは、等しく光り輝いている個性であり、その輝き、すな

わち「尊厳」を認め合う共生社会の実現が急務である。 

 

当財団は、この普遍的な糸賀思想を受け継ぎ、次の時代へ確実に伝え、今の時代に求められ

る福祉の「人づくり・意識づくり」を推し進めるとともに、地域社会のあらゆる分野で共生社

会づくりの機運を高め、もって、障害者をはじめとする生きづらさがある人やその家族が生涯

にわたり安心して暮らすことができる共生社会の実現を目指すものである。 

 

このため、様々な機関や分野との連携を密にし、国の｢共生社会等に関する基本理念等普及

啓発事業｣や滋賀県の｢共生社会づくりリーダー等養成事業｣に取り組むとともに、自主事業と

して｢糸賀一雄記念賞・糸賀一雄記念未来賞｣の表彰事業の実施や啓発事業の強化に取り組む。 

 

また、「公益財団法人糸賀一雄記念財団第二次中期経営計画」の着実な推進に努め、組織を

あげて賛助会員を増やす活動を強化推進するなどして、自主的・主体的な運営の確立および持

続的な経営の安定を目指す。 

 

 

２ 事業計画 

 

（１）表彰事業の実施 

 

    福祉現場等で展開されている個人や団体の先駆的な実践を糸賀思想に照らして評価、顕

彰し、当該実践と福祉の思想を発信していくため、障害をはじめとする生きづらさがある

人への取り組みにおいて活躍されている個人および団体を対象とした「糸賀一雄記念賞」

および「糸賀一雄記念未来賞」の表彰関連事業を実施する。  
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① 授賞式 

日 時  令和６年１１月１６日（土） 

場 所  ホテルニューオウミ（近江八幡市） 

 

② 関連事業 

糸賀一雄記念賞第２３回音楽祭（社会福祉法人グロー等主催） 

       日 時  令和７年２月（予定） 

場 所  びわ湖ホール（予定） 

 

（２）共生社会等に関する基本理念等普及啓発事業の受託 

 

厚生労働省が、津久井やまゆり園の事件等を踏まえ、平成３０年度に事業開始した、障

害福祉従事者、事業経営者等が改めて共生社会の基本理念等を学び、それを実践につなげ

ていくことを目的とした、共生社会フォーラム研修事業を当財団が受託し実施する。 

併せて、本事業の実施を通じて、共生社会の基本理念を福祉現場や地域で語り広めるこ

とができる「語り部」を確保・育成する。 

ア 実行委員会の設置 

      国が設置する実行委員会の事務局を担い、事業のあり方や具体的なプログラム案

の検討、実施後の評価、課題の分析、将来の展望等について協議する。 

 

   イ 研修の実施 

      全国の３会場にて研修会（共生社会フォーラム）を開催する。 

また、研修会の最終会場にて総括的なフォーラム(全体フォーラム)を実施する。 

 なお、各会場での実施にあたっては、各地域の社会福祉法人等が主体となって開

催できるように、当財団がその地域の実情にあった必要な支援や応援を行う。 

 

＜研修プログラムの主な内容＞ 

     ①障害者理解を深める表現活動（舞台芸術、アールブリュット等）の紹介 

     ②基調講演、映像など理解を深める取り組み 

     ③グループワーク等を取り入れた研修 

ⅰ)福祉支援語り部養成研修  ⅱ)学生・新任者研修 

ⅲ)企業関係者向け研修 

 

    ウ ファシリテーター(兼メンター)の活動支援 

経験と資質を備えたファシリテーターを育成し、実践活動を拡げるためのネット

ワーク化を図る。 

     ①広域的なフォーラムへの派遣 

     ②実践報告・情報交換会の開催 

     ③認定の仕組等の検討 
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（３）共生社会づくりリーダー等養成事業の受託 

 

普遍的な糸賀思想をベースとした福祉の心を、福祉分野だけでなく社会のあらゆる分野

に広めていくことが共生社会の実現には肝要であることから、地域社会のあらゆる分野で

共生社会づくりを推進するリーダーを養成する事業を、県から受託し実施する。 

併せて、糸賀一雄氏をはじめとする先人の福祉の実践と理念に関する情報を発信する。 

 

① 共生社会づくりリーダー養成 

糸賀思想に根付いた人の尊厳を尊重した共生社会の理念を普及するため、福祉・教育

・経済界など、様々な分野のリーダーを養成する。引き続き、社会活動において大きな

ウエイトを占める経済界でのリーダー養成に重点化して取り組む。 

 

② 糸賀関連資料等の収集・展示等 

     障害福祉の礎を築いた糸賀一雄氏をはじめとする先人の実践を紹介するパネルや関連

資料（文字、映像、音声等）の展示、県内の施設や団体と連携した企画展示などを行

う。 

 

③ 担当職員の設置 

事業にかかる事務処理等を行う担当職員１名を設置する。 

 

（４）啓発事業 

 

① 友好団体や福祉分野以外の関係者・機関（企業、教育、まちづくり）などとの連携強

化・協働による啓発事業の充実、推進実施に努める。 

・ 当財団の理事による諸活動との共催による糸賀思想の普及啓発活動の実施 

・ その他、あらゆる機会をとらえての糸賀思想の普及啓発活動の実施 

 

② ブックレット「ほほえむちから」を使った啓発活動の実施 

・「ほほえむちから」をテキストとした「福祉支援語り部」による啓発の実施を支援 

・関係するあらゆる分野に「ほほえむちから」をテキストとした講座開催を働きかけ 

 

 （５）財政基盤の強化 

 

    ① 理事および事務局職員が組織的に賛助会員募集活動を行い、会員の拡大を図る。 

     併せて、会員拡大につながる会員の特典などについて検討する。 

 

  ②  啓発事業の資料や研修事業等のテキストとしてブックレット「ほほえむちから」を頒 

布するなど活用し、自主財源の確保につなげる。 
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（６）広報事業 

 

①   広報誌の発行 

糸賀一雄記念財団の活動内容や実施事業について、広く県民に知っていただくた

め、広報誌を発行する。 

     

②  ホームページ等の運営 

    ホームページ等を活用して賛助会員の募集や財団事業の周知を図るとともに、掲載

内容を充実し、発信力を強化していく。 

 

 

３ 法人の運営 

  

（１）「公益財団法人糸賀一雄記念財団第二次中期経営計画」（令和３年度～令和７年度）の 

着実な推進と進行管理の実施 

 

（２）役員会等の開催 

①評議員会                           年１回 

②理事会（事業計画・収支予算、受賞者決定、事業評価、決算等）  年３回 

③監査会                                             年１回 


